
インタ ーンシップI • II 成果報告書

l はじめに

夏季休暇を利用し、タイ北部の山岳民族に対する社会開発を進めている現地 NGO におい

て 2 週間のインターンシップを行った。 本インター ンシップは、 修士課程での自身の研究

において重要な地位を占めるものであり、 かつ、 大変価値のあるものであった。本稿では、

その報告にあたって、 インタ ーンシップ実施にかかる自身の問題意識および実施を通して

の成果を中心に述べ、最後に、今回のインターンシップを活かすための今後の展望について

論じる。

2. インタ ーンシップ実施の背景

(1）インターンシッフにあたっての問題意識

ここでは、修士課程における研究の概要、および、 当該研究過程における本インターンシ

ップの重要性と位置づけに関して述べる。

わたしは、 経済開発に影響を有する要素の分析と、 それに基づいたより効果的な開発

方法の模索を研究テ ー マとしている。具体的には、 教育の普及や公共サービスの向上と

いった社会開発と行政の安定性が経済開発の進度にどの程度関わるのか、といった点に

フォ ー カスして分析を進めている。 分析に際しては、「社会開発」と「行政の安定性」

を構成する各要素を考慮しなければならないが、ここで重要となってくるのが開発の実

行者としての NGO の存在である。

現在の開発分野においては、種々のプロジェクトの実質的な遂行者は NGO であるこ

とが主流である。 そのため、 開発プロジェクトの実施段階にかかる分析は、 NGO をめ

ぐる要素が特に重要と言える。 つまり、 実務として NGO に着目することは、 自身の研

究において不可欠なものということになる。また、 開発に影響を及ぼす要素を分析する

という目的から、 プロジェクトのプロセスに着目しなければならない。 すなわち、 実施

報告といった結果のみではなく、 どのようにプロジェクトを進めているのか、 プロジェ

クト遂行の際にどのような問題が発生する傾向にあるのか、という観点からの分析が必

要となる。

以上のことから、 実際に社会開発を現地で
、進めている NGO 内部にて活動に参加し、

その長所と短所を包括的に検討することは、自身の研究において大きな役割を占めると

考え、 本インタ ーンシップを行うに至った。本インタ ーンシップにおいて分析した要素

は、 他の要素とともに研究の際に活用し、 最終的な提言へとつなげることを目指してい

る。

(2）受け入れ機関概要と意義

本インター ンシップの受け入れ先機関は、 タイ現地 NGO のミラ ー 財団である。ミラ ー 財

団は、 「タイ社会の中でマイノリティ ーである山地民が、 偏見や差別に遭うことなく、 豊か
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